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【
石
山
ゼ
ミ
】
文
責
：
古
川 

石
山
ゼ
ミ
は
旧
諏
訪
ゼ
ミ
を
引
き
継
ぐ
形
で
今
年
か
ら
動

き
出
し
た
ゼ
ミ
で
す
。
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
、
環
境
変

化
、
企
業
戦
略
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
起
こ
し
て
お
り
、
今
後
の
方
向
性
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
な

い
不
確
実
な
状
況
の
中
で
、
将
来
の
よ
り
良
い
雇
用
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
ゼ
ミ
で
す
。
（
具
体
的
に
は
、
人
的
資
源
管
理
、
組
織

内
専
門
人
材
、
越
境
学
習
、
実
践
共
同
体
、
キ
ャ
リ
ア
権
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
） 

石
山
ゼ
ミ
と
し
て
は
初
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、
旧
諏
訪
ゼ
ミ

を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
と
、
我
々
大
学
院
生
の
心
を
し
っ

か
り
と
つ
か
む
魅
力
的
な
先
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
セ

ク
タ
ー
、
大
学
セ
ク
タ
ー
、
公
務
セ
ク
タ
ー
等
、
各
方
面
で

活
躍
す
る
志
あ
る
専
門
人
材
（
修
士
課
程
６
名
、
博
士
課
程

６
名
、
研
究
生
５
名
）
が
集
い
、
日
々
研
鑽
し
て
お
り
ま
す
。 

ゼ
ミ
で
は
、
ゼ
ミ
生
各
人
の
目
指
す
ゴ
ー
ル
の
形
と
し
て
論

文
の
完
成
を
到
達
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
論
文
を
完
成
さ
せ

る
途
中
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
「
雇
用
の
専
門
的
な
知
識
習
得
」

「
ゼ
ミ
内
で
の
視
点
に
留
ま
ら
な
い
越
境
学
習
」
そ
し
て

「
各
人
が
形
に
残
し
た
い
と
い
う
大
学
院
に
来
た
想
い
を

多
様
な
ゼ
ミ
生
と
の
対
話
を
通
じ
て
仕
上
げ
て
い
く
」
重
要

な
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
論
文
を
書
く
ス
キ
ル
の
修
得
と
、
ゼ
ミ
で
の
発
表
や
石
山

先
生
の
個
人
指
導
を
通
じ
て
、
各
人
の
頭
の
整
理
を
進
め
る

ゼ
ミ
の
流
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

教
室
で
の
学
習
以
外
に
も
夏
合
宿
や
キ
ャ
リ
ア
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
企

画
し
て
い
き
ま
す
。 

最
後
に
、
石
山
ゼ
ミ
に
はF
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が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
に
「
い
い
ね
！
」
を
押
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
！ 

  

        

  

【
岡
本
ゼ
ミ
】
文
責
：
増
成 

岡
本
研
究
室
で
は
地
域
経
済
学
を
中
心
と
し
た
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

岡
本
ゼ
ミ
で
は
毎
週
行
わ
れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
博
士
と
修

士
合
同
に
行
い
、
毎
週
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
熱
い
議
論
を
交

わ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
岡
本
ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
“
輪

読
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
輪
読
は
他
の
ゼ
ミ
の
輪
読
と

は
違
い
、
文
献
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
く
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
要
因
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
視
点

か
ら
幅
広
く
考
え
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
と
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
“
そ
れ
は
な
ぜ
？
”
と
い
う
問

い
か
け
に
ゼ
ミ
生
は
額
に
汗
し
な
が
ら
考
え
、
ま
た
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
の
事
例
な
ど
も
数
多
く
紹
介
し
て
く
だ
さ

る
の
で
よ
り
密
度
の
濃
い
輪
読
に
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
本
研

究
室
で
は
、
常
に
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
持

つ
姿
勢
を
大
事
に
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
象
の
本
質
を
見
て

い
く
力
を
訓
練
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
研
究
者
に

必
要
な
概
念
な
ど
の
理
解
や
整
理
、
新
し
い
理
論
的
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
議
論
す
る
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
実
践
的
な
研
究
活
動
も
多
数
行
っ
て
お
り
ま
す
。
岡

本
研
究
室
で
は
、
ゼ
ミ
生
が
志
や
関
心
を
ゼ
ミ
に
持
ち
よ
り
、

(写真：ゼミ歓迎会で楽しくバ

ーベキューをやりました！) 
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そ
こ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
形
で
同
志
を
集
め
て
視

察
や
遠
方
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
各
々
の
特

定
の
関
心
事
や
問
題
意
識
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
形
で

実
践
活
動
を
行
え
る
こ
と
が
岡
本
ゼ
ミ
の
面
白
い
と
こ
ろ

で
す
。
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
に
以
下
の
研
究

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

・
地
域
活
性
学
会
（
高
知
県
、
群
馬
県
な
ど
） 

・
檮
原
町
、
四
万
十
町
視
察
（
高
知
県
） 

・
み
な
か
み
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
群
馬
県
） 

・
遠
隔
授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
埼
玉
県
、
北
海
道
な
ど
） 

・
久
慈
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
岩
手
県
） 

・
七
尾
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
石
川
県
） 

・
早
川
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
山
梨
県
） 

・
飛
騨
高
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
岐
阜
県
） 

・
六
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
宮
城
県
な
ど
） 

こ
の
よ
う
に
、
岡
本
研
究
室
で
は
皆
さ
ん
の
問
題
意
識
や
関

心
事
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
具
現
化
で
き
、
か
つ
様
々
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
様
々
な
地
域
を
見
て
回
れ
る

こ
と
で
、
沢
山
の
学
び
や
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
伴
う
様
々
な
遠
方
活
動
や

視
察
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

  

【
恩
田
ゼ
ミ
】
文
責
：
荘
司 

「
都
市
空
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
所
属
し
て
い
る
恩
田
研
究
室

で
は
、
Ｍ
２
が
３
名
、
研
究
生
が
数
名
所
属
し
、
建
物
や
空

間
を
活
か
し
た
「
都
市
再
生
」
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま

す
。 

恩
田
重
直
先
生
は
中
国
や
日
本
を
中
心
と
し
た
都
市
再
生

の
研
究
に
尽
力
さ
れ
、
「
中
国
に
お
け
る
産
業
遺
産
を
活
用

し
た
都
市
再
生
に
つ
い
て
」
「
日
本
橋
川
周
辺
の
景
観
の
変

遷
過
程
に
つ
い
て
」「
民
国
期
厦
門
の
都
市
改
造
―1

9
3

0

年

初
頭
、
中
国
福
建
省
の
厦
門
に
お
け
る
都
市
改
造
」
と
い
っ

た
論
文
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
本
大
学
院
の
客
員

准
教
授
と
し
て
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
授
業
は

ゼ
ミ
生
を
対
象
と
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
演
習
」
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

近
年
の
ゼ
ミ
活
動
で
は
、
地
方
の
「
中
心
市
街
地
」
の
状
況

に
つ
い
て
の
研
究
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
「
静
岡
県
の
浜

松
駅
前
」
や
「
長
野
県
の
上
諏
訪
」
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
重
点
を
置
き
、
歴
史
的
建
造
物
・
史
跡
の
活

用
、
空
き
店
舗
・
空
き
家
の
活
用
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
震
災
復
興
以
後
の
都

市
空
間
の
変
化
、
顧
客
を
呼
び
込
む
個
店
の
魅
力
、
中
心
市

街
地
店
舗
変
遷
に
関
す
る
図
面
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
い

っ
た
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
展
開
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
先
生
が
工
学
部
建
築
学
科
出
身
で
あ
る
た
め
に
、
ゼ

ミ
で
は
建
築
図
面
や
地
図
デ
ー
タ
（G

IS

デ
ー
タ
）
を
活
用

し
、C

A
D

ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
先
日
も
「
共
同
建
築
と
そ
の
時
代
の
建
築
た

ち
―
浜
松
ま
ち
な
か
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
現
地
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
写
真
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
よ
う
なC

A
D

図
面
を
含
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

資
料
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
研
究
の
一
環
と
し
て
、
論
文
以

外
にC

A
D

や
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
「
成
果
物
」

を
作
成
す
る
能
力
を
養
え
る
こ
と
も
本
ゼ
ミ
の
魅
力
の
１

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ゼ
ミ
生
や
研
究
生
個
人
の
研
究
と
し
て
は
「
街
路
の
活
か
し

方
」、「
中
心
市
街
地
の
状
況
」
、「
写
真
に
よ
る
都
市
に
住
む

人
々
の
考
察
」
と
い
っ
た
多
岐
に
渡
る
テ
ー
マ
を
基
に
展
開

し
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
纏
ま
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
「
都
市
再
生
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
と
い
う
軸
は
先

生
・
ゼ
ミ
生
・
研
究
生
の
皆
が
持
っ
て
い
ま
す
！ 

ゼ
ミ
の
雰
囲
気
を
一
言
で
表
す
と
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
い

う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
マ
イ
ペ
ー
ス
の
人
が
多
い
の
で
、
良

い
意
味
で
の
ほ
ほ
ん
と
し
た
感
じ
で
す
！ 

興
味
が
あ
れ
ば
気
楽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 



  
【
上
山
ゼ
ミ
】 

上
山
肇
先
生
が
率
い
る
「
上
山
ゼ
ミ
」
の
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
ず
は
先
生
の
ご
経
歴
か
ら
。
上
山
先
生
は
昭
和
六
十
年

に
大
学
を
ご
卒
業
後
、
民
間
企
業
を
経
て
東
京
都
特
別
区
の

公
務
員
と
し
て
こ
の
三
月
ま
で
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
地
区
計
画
策
定
や
景
観
ま

ち
づ
く
り
、
更
に
は
再
開
発
事
業
や
密
集
事
業
な
ど
多
様
な

ま
ち
づ
く
り
政
策
の
形
成
と
実
践
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
以
降
、
働
き
な
が
ら
大
学
や
学
会

（
主
に
日
本
建
築
学
会
）
で
研
究
活
動
を
続
け
、
後
進
の
育

成
に
た
ず
さ
わ
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
転
身
し
、
四
月
よ
り

政
策
創
造
研
究
科
で
我
々
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

次
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
環
境
都

市
計
画
の
観
点
か
ら
東
京
都
江
戸
川
区
が
全
国
初
の
事
例

と
な
っ
た
親
水
公
園
を
テ
ー
マ
に
周
辺
の
都
市
環
境
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
し
博
士
号
（
工
学
）
を
取
得
。
ま

た
地
区
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
で
は
、
元
々
は
工
学
の

分
野
が
ご
専
門
で
す
が
、
平
成
１
４
年
に
は
制
度
・
条
例
の

観
点
で
法
学
の
立
場
か
ら
、
平
成
１
９
年
に
は
経
済
的
評
価

の
観
点
で
経
済
学
の
立
場
か
ら
論
文
を
ま
と
め
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
数
々
の
研
究
を
総
括
す
る
意
味
で
、
「
地
区

ま
ち
づ
く
り
政
策
の
理
論
と
実
践
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
良
好

な
市
街
地
環
境
形
成
の
実
効
性
を
確
保
す
る
「
地
区
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
工
学
・
法
学
・
経
済
学
と
い
っ
た
学
問
を

融
合
し
た
か
た
ち
で
体
系
的
に
整
理
し
、
平
成
２
３
年
に
博

士
号
（
政
策
学
）
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
輝
か
し
い
実
績
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
上
山

先
生
か
ら
ゼ
ミ
指
導
を
受
け
る
の
は
、
Ｍ
２
・
関
さ
ん
、
Ｍ

１
・
牧
田
さ
ん
、
Ｍ
１
・
河
村
さ
ん
、
Ｍ
１
・
広
瀬
の
４
名
。

関
さ
ん
は
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
、
牧
田
さ
ん
は
「
住

民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
合
意
形
成
」
を
、
河
村
さ
ん

は
「
漁
業
を
産
業
の
中
心
と
す
る
港
ま
ち
の
再
生
」
を
、
広

瀬
は
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。
先
生
は
他
の
ゼ
ミ
と
積
極
的
に
共
同
研
究
さ
れ
る
意

向
を
お
持
ち
の
た
め
、
様
々
な
か
た
ち
で
ご
一
緒
す
る
こ
と

に
な
る
か
思
い
ま
す
が
、
「
上
山
ゼ
ミ
」
を
何
卒
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

【
北
原
ゼ
ミ
】
文
責
：
山
本 

 

北
原
研
究
室
で
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（C

S
R

）
に
つ

い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
２
名
の
ゼ
ミ
生
（
修
士

課
程
）
、
研
究
生
１
名
が
所
属
を
し
て
お
り
ま
す
。
北
原
正

敏
先
生
は
、
２
０
１
３
年
３
月
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
客
員
教
授
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
演
習
の
み
を
担
当

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
入
学
し
た
当
時
ゼ
ミ
で
新
入

社
員
に
な
っ
た
気
持
ち
で
と
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
後

輩
と
な
る
新
入
生
が
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
北
原
教

授
最
後
の
ゼ
ミ
生
と
し
て
在
籍
で
き
て
い
る
こ
と
に
誇
り

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

２
０
１
３
年
度
の
ゼ
ミ
は
、
２
名
の
た
め
各
自
の
研
究
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
形
で
、
修
士
論
文
経
過
報
告
と

C
S

R

の
最

新
情
報
、
文
献
な
ど
を
発
表
し
、
北
原
正
敏
教
授
の
指
導
の

も
と
討
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
室
の

O
B

O
G

も
と
き
ど
き
ゼ
ミ
に
顔
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

本
年
度
が
最
後
と
な
る
た
め
、
北
原
正
敏
研
究
室
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
感
謝
を
し
、
今
後
も
北
原
ゼ

ミ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
小
峰
ゼ
ミ
】
文
責
：
別
所 

私
た
ち
、
小
峰
・
池
永
ゼ
ミ
で
は
、
実
際
の
政
策
立
案
現
場

に
お
け
る
ご
経
験
が
豊
富
な
先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
院

生
各
々
が
非
常
に
多
岐
に
亘
る
興
味
・
関
心
に
沿
っ
て
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。 

メ
ン
バ
ー
は
学
部
卒
の
２
０
代
か
ら
、
様
々
な
ご
経
験
を
お

持
ち
の
６
０
代
ま
で
、
年
齢
層
も
大
変
幅
広
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
日
本
の
政
治
経



済
、
雇
用
・
労
働
・
福
祉
政
策
、
地
域
経
済
問
題
、
各
国
経

済
事
情
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
シ
ュ
ー
、
交
通
経
済
・
政
策
、
な
ど

と
い
っ
た
よ
う
に
多
様
で
、
自
ら
の
関
心
に
合
わ
せ
て
自
由

に
勉
強
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
人
数
は
２
１
名(

２
０

１
３
年
現
在
・
先
生
方
除
く)

と
比
較
的
多
く
、
ド
ク
タ
ー

コ
ー
ス
の
方
々
も
複
数
お
り
、
新
入
生
に
と
っ
て
は
い
さ
さ

か
敷
居
が
高
い
な
が
ら
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
刺
激
的
な

ゼ
ミ
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

普
段
は
、
週
１
回
の
演
習
の
時
間
に
集
合
し
、
交
代
で
メ
ン

バ
ー
が
自
身
の
論
文
構
想
や
関
心
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て

発
表
し
、
全
員
で
議
論
を
行
い
ま
す
。
テ
ー
マ
が
多
様
で
あ

る
た
め
、
自
分
の
関
心
分
野
以
外
か
ら
の
発
表
が
次
々
行
わ

れ
る
た
め
、
時
に
よ
っ
て
は
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が
大
変
で
す

が
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
夏
季
休
暇
の
間
に
は
、
合
宿
を
開
催
し
ま
す
。
１
泊

程
度
で
調
査
・
見
学
を
し
、
現
地
で
議
論
を
行
い
ま
す
。
一

昨
年
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
、
今
年

度
は
新
潟
・
長
岡
地
区
の
産
業
や
防
災
に
つ
い
て
見
学
を
行

う
予
定
で
す
。 

 

【
坂
本
ゼ
ミ
】
文
責
：
坂
本 

私
ど
も
坂
本
ゼ
ミ
で
は
、
坂
本
光
司
先
生
の
も
と
、
地
域
で

頑
張
る
中
小
企
業
の
調
査
研
究
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

坂
本
先
生
は
、
企
業
は
「
人
を
幸
せ
に
す
る
経
営
」
を
実
践

す
べ
き
で
あ
る
、
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
「
人
」

と
は
、
従
業
員
、
外
注
先
・
仕
入
先
、
顧
客
、
地
域
社
会
、

そ
し
て
株
主
の
５
者
と
指
し
、
人
を
幸
せ
に
し
て
い
れ
ば
結

果
的
に
業
績
も
上
が
る
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。 

ま
た
先
生
の
研
究
に
お
け
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
「
現
場

主
義
」
と
「
弱
者
へ
の
視
点
」
で
あ
り
、
代
表
的
著
書
で
あ

る
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
や
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
表
彰
制
度
で
あ
る
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し

た
い
会
社
大
賞
」
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
に
対
す
る
情
報
発

信
や
頑
張
る
企
業
を
応
援
す
る
姿
勢
は
ゼ
ミ
で
も
一
貫
し

て
い
ま
す
。 

ゼ
ミ
生
は
４
０
名
以
上
と
か
な
り
多
く
、
半
数
以
上
は
実
際

の
企
業
経
営
者
も
し
く
は
こ
れ
か
ら
経
営
者
に
な
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
後
継
者
で
あ
り
、
毎
回
か
な
り
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
る
一
方
、
毎
月
ゼ
ミ
生
の
誕
生
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
大
家
族
的
な
雰
囲
気
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
も
特

徴
で
す
。 

ま
た
月
に
１
回
の
出
張
ゼ
ミ
や
夏
季
合
宿
等
の
際
に
は
、
実

際
に
企
業
を
訪
問
し
、
社
長
か
ら
直
接
お
話
を
伺
っ
て
い
ま

す
。
先
生
の
企
業
調
査
へ
の
同
行
や
、
学
生
が
企
画
す
る
企

業
訪
問
ま
で
含
め
る
と
、
企
業
訪
問
の
チ
ャ
ン
ス
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
で
、
ま
さ
に
「
現
場
主
義
」
の
実
践
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。 

 

本
年
度
、
ゼ
ミ
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
２
０
０
の
指
標
か
ら
見
た
い
い
会
社
診
断
」
の
作
成
と
、

「
障
が
い
者
雇
用
で
が
ん
ば
る
５
０
社
」
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。 

こ
の
他
に
も
希
望
者
を
募
る
形
で
、
一
般
事
業
会
社
と
の
共

同
研
究
や
共
同
出
版
事
業
に
も
数
多
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
年
度
は
島
根
県
か
ら
「
中
小
企
業
版
ミ
シ
ュ
ラ
ン
」

の
作
成
事
業
を
受
託
し
、
す
で
に
企
業
選
定
等
の
作
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

な
お
今
年
２
月
に
は
、
そ
れ
ら
事
業
の
受
け
皿
と
し
て
「
一

般
社
団
法
人
坂
本
ゼ
ミ
経
営
研
究
会
」
を
設
立
す
る
な
ど
体

制
の
整
備
も
進
み
、
そ
の
活
動
の
範
囲
を
ま
す
ま
す
広
げ
て

い
ま
す
。 

 

【
須
藤
ゼ
ミ
】 

政
策
創
造
研
究
科Ⅿ

1

の
垣
迫
で
す
。
須
藤
廣
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

須
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
須
藤
廣
先
生
の
も
と
、
博
士6

年
生
が

1

名
、
博
士
３
年
生
が
１
名
、
修
士
１
年
生
が
３
名
の
計
５

人
で
す
。
須
藤
先
生
が
政
策
創
造
研
究
科
に
着
任
し
た
の
は

今
年
か
ら
の
た
め
、
第
一
期
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 



須
藤
廣
先
生
の
専
攻
は
、
観
光
社
会
学
、
文
化
社
会
論
、
社

会
意
識
論
で
す
。
現
在
は
法
政
大
学
大
学
院
と
併
せ
て
北
九

州
市
立
大
学
で
も
講
師
を
さ
れ
て
い
る
た
め
、
東
京
と
九
州

間
を
い
っ
た
り
き
た
り
の
多
忙
な
日
々
を
お
く
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
多
忙
な
日
々
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
と

て
も
気
さ
く
な
先
生
で
す
。 

現
在
の
主
な
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
は
、
文
化
人
類
学
や
社
会
学

系
の
文
献
の
「
輪
読
」
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
説
明
す

る
と
、
毎
回
、
輪
読
の
担
当
者
を
回
し
て
い
き
、
担
当
者
は

文
献
の
概
要
・
要
点
を
纏
め
た
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
時
に
解
説
を
行
い
ま
す
。
３
時
間
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

中
で
、
そ
の
文
献
に
つ
い
て
各
自
が
熟
考
し
、
毎
度
白
熱
し

た
議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。 

参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ま
で
輪
読
し
た
文
献
を
紹
介
す
る
と 

 Ç

・
ギ
ア
ー
ツ
、
吉
田
禎
吾
、
柳
川
啓
一
、
中
牧
弘
充
、
板

橋
作
美
訳
（1

9
8

7

）『
文
化
の
解
釈
学Ⅰ

』
岩
波
書
店 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
カ
ス
編
、

春
日
直
樹
、
足
羽
与
志
子
、
橋
本
和
也
、
多
和
田
裕
司
、
西

川
麦
子
、
和
邇
悦
子
訳
（1

9
9

6

）
『
文
化
を
書
く
』
紀
伊
國

屋
書
店 

岩
淵
功
一
（2

0
0

1

）
『
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
』

岩
波
書
店 

稲
葉
振
一
郎
（2

0
0
6

）『
モ
ダ
ン
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
』N

T
T

出
版 

須
永
和
博
（2

0
1

2

）
『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
民
族
誌
』
春
風

社 な
ど
が
あ
り
ま
す
。
時
に
ゆ
る
～
く
、
時
に
熱
い
須
藤
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
中
嶋
ゼ
ミ
】
文
責
：
小
林 

「
テ
ル
マ
エ
通
信
」
読
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度

の
中
嶋
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
小

林
拓
実
と
申
し
ま
す
。
今
回
は
、
我
ら
が
中
嶋
ゼ
ミ
の
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中
嶋
ゼ
ミ
は
昨
年
度
に
設
立
さ
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
ゼ
ミ

で
す
。
中
嶋
聞
多
先
生
は
２
０
０
９
年
に
信
州
大
学
か
ら
本

研
究
科
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
地
域
活
性
化
、
地
域

と
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド&

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
専
門
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
計
４
人
で
、
県
の
職
員
や
小
学

校
の
先
生
、
そ
し
て
私
の
よ
う
な
学
部
上
が
り
ま
で
、
様
々

な
面
々
が
揃
っ
て
い
ま
す
。 

 

我
々
ゼ
ミ
生
は
ゼ
ミ
に
加
入
す
る
際
、
中
嶋
先
生
か
ら
１

つ
の
条
件
を
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
場
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
々

が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
や
、
関
心
の
あ
る
地
域
を
選
択
し
て

調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
特
に
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
埼
玉
県
東
秩
父
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
い
る
松
岡
さ
ん
で
す
。
昨
年
度
の
ゼ
ミ
長
で
も
あ
る

松
岡
さ
ん
は
、
埼
玉
県
の
中
山
間
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す

「
ふ
る
さ
と
支
援
隊
」
の
事
業
に
応
募
し
、
見
事
、
活
動
資

金
と
し
て
５
０
万
円
の
補
助
金
を
獲
得
さ
れ
た
優
秀
な
方

で
す
。 

 

昨
年
度
は
我
々
ゼ
ミ
生
や
中
嶋
先
生
、
さ
ら
に
他
の
ゼ
ミ

の
方
々
に
も
参
加
し
て
頂
い
て
、
東
秩
父
村
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
村
の
方
々
が
ど
れ
ほ
ど
参
加
し

て
下
さ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
予
想
以
上
に
多
く
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
我
々
が
学
ば
せ
て
頂
い
た
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
の
方
々
も
、
慣
れ
親
し

ん
だ
村
の
魅
力
を
再
確
認
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
も
、
松
岡
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
松
岡
さ
ん
に
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
１
つ
だ
け
告
知
を
さ
せ
て
下
さ
い
。
中
嶋
ゼ
ミ
の

F
a

ce
b

o
o
k

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
が
手
掛
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
地
域
づ
く
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。U

R
L

は 

h
ttp

s://w
w

w
.fa

ce
b

o
o
k

.co
m

/ch
iik

iz
u

k
u

ri/ 

https://www.facebook.com/chiikizukuri/
https://www.facebook.com/chiikizukuri/


で
す
。
皆
様
に
「
い
い
ね
！
」
を
押
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

【
樋
口
ゼ
ミ
】 

〈
教
授
紹
介
〉 

 

樋
口
先
生
は
今
年
の
４
月
よ
り
信
州
大
学(

信
州
大
学
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
・
支
援
セ
ン
タ
ー
長)

よ
り
法
政
大
学

大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
に
赴
任
さ
れ
て
き
た
教
授
で
あ

る
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
地
域
産
業
政
策
論
や
経
済
学
の
視

点
か
ら
の

C
S

R

論
を
専
攻
分
野
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
や
若
手
企
業

家
の
育
成
、
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
手
掛
け
ら
れ
、
地

域
や
企
業
に
軸
足
を
置
い
た
現
実
味
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
で
の
講
演
や
海
外

で
の
経
験
を
通
し
、
日
本
の
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
ゼ
ミ
生

に
対
し
、
熱
く
教
鞭
を
ふ
る
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。 

〈
ゼ
ミ
紹
介
〉 

樋
口
研
究
室
で
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
。
現
在
は
４
人
の
ゼ
ミ
生(

博
士
課
程
一
名
、
２

０
１
２
年
入
学
者
１
名
、
２
０
１
３
年
入
学
者
２
名)

が
所

属
し
て
お
り
、
日
本
に
限
ら
ず
世
界
の

C
S

R

の
動
向
に
つ

い
て
事
例
を
交
え
、
樋
口
先
生
の
指
導
の
下
楽
し
く
討
論
を

進
め
て
い
る
。
人
数
も
比
較
的
少
な
く
、
先
生
の
多
彩
な
知

の
利
点
で
も
あ
る
。 

 

ゼ
ミ
生
に
こ
ん
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
み
た
。
「
な
ぜ
樋

口
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
の
か
？
」(

回
答)

「
地
域
産
業
や
地
域
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
産
業
政
策
も
経
験
さ
れ
た
先
生
だ
か
ら

こ
そ
学
び
た
い
と
思
っ
た
」
「
日
本
に
た
く
さ
ん
い
い
企
業

は
あ
る
。
し
か
し
、
何
を
も
っ
て
い
い
企
業
と
す
る
か
を

C
S

R

と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
世
の
中
を
み
て
み

た
か
っ
た
」
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
調
べ
て
い

た
ら
、
樋
口
先
生
が
日
本
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
精
通
さ
れ
て
お
り
、
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
」 

と
先
生
の
経
験
や
人
柄
に
惹
か
れ
て
入
っ
た
ゼ
ミ
生
や

C
S

R

に
惹
か
れ
て
入
っ
た
ゼ
ミ
生
が
い
る
。
毎
週
で
は
な

い
が
、
ゼ
ミ
で
の
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
外
部

の
著
名
人
を
お
呼
び
し
て
飲
み
に
行
っ
た
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
学
ん
で
い
る
の
が 

我
が
樋
口
ゼ
ミ
の
特
徴
で
あ
る
。 

 

【
増
淵
ゼ
ミ
】 

増
淵
ゼ
ミ
は
４
０
人
も
の
学
生
が
、
都
市
文
化
や
コ
ン
テ

ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
に
様
々
な
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ゼ
ミ
自
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

が
弱
く
、
ゼ
ミ
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
行
う
こ
と
も
難
し

い
の
が
玉
に
傷
で
す
。
し
か
し
そ
れ
故
に
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
新
た
な
世
界
を
知
る
機
会
が
多
く
、
非
常
に
面
白
い

ゼ
ミ
だ
と
思
い
ま
す
。 

普
段
の
ゼ
ミ
で
は
、
輪
読
や
各
自
の
研
究
の
経
過
報
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
在
籍
学
生
数
が
多
い
た
め
、
毎
回

発
表
も
大
が
か
り
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
中
に
は
袋
叩
き
に

遭
っ
て
し
ま
う
発
表
者
の
方
も
お
り
、
先
生
が
全
力
で
フ
ォ

ロ
ー
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

大
規
模
な
ゼ
ミ
は
苦
し
か
っ
た
り
、
面
倒
く
さ
か
っ
た
り

と
い
う
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
様
々
な
人
の
意
見
を

聞
け
た
り
、
自
分
が
知
ら
な
い
分
野
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
き
っ
か
け
が
多
か
っ
た
り
、
少
人
数
の
ゼ
ミ
に
な
い

良
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
増
淵
ゼ
ミ
で
、
各
自
が

何
度
も
挫
折
し
か
け
な
が
ら
も
成
長
し
、
卒
業
時
に
「
増
淵

ゼ
ミ
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
た
ら
そ
れ
で
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   


